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  国保税の限度額国保税の限度額引上げ引上げへへ

第２２回
定例会
Town NIKI assembly

絆絆 シャボン玉屋根まで飛んだ！シャボン玉屋根まで飛んだ！（関連記事16ページ）（関連記事16ページ）

議会ＨＰは議会ＨＰは
コチラからコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
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条
例
改
正

　

仁
木
町

仁
木
町
国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
が
提
案
さ

条
例
の
一
部
改
正
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
地

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
地

方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
行
う
も
の
で
、
主
な
内
容

い
行
う
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
基
礎
課
税
額
に
係
る
課

は
、
基
礎
課
税
額
に
係
る
課

税
限
度
額
を
引
上
げ
る
と
と

税
限
度
額
を
引
上
げ
る
と
と

も
に
、
低
所
得
者
に
対
す
る

も
に
、
低
所
得
者
に
対
す
る

所
得
判
定
基
準
を
引
き
上
げ
、

所
得
判
定
基
準
を
引
き
上
げ
、

保
険
税
軽
減
の
拡
充
を
行
う

保
険
税
軽
減
の
拡
充
を
行
う

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

　

国
保
税
は
年
齢
・
家
族
構

　

国
保
税
は
年
齢
・
家
族
構

成
・
所
得
等
に
よ
っ
て
税
額

成
・
所
得
等
に
よ
っ
て
税
額

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
詳
細

に
つ
い
て
は
、

に
つ
い
て
は
、
町
ほ
け
ん
課

町
ほ
け
ん
課

国
保
医
療
係
ま
で

国
保
医
療
係
ま
で
お
問
い
合

お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の

国
民
健
康
保
険
税
の

限限
度
額
を
引
上
げ

度
額
を
引
上
げ

軽
減
世
帯
の
判
定
基
準
は
拡
大

軽
減
世
帯
の
判
定
基
準
は
拡
大

先端設備導入で先端設備導入で

固定資産税を免除固定資産税を免除

条
例
改
正

　

仁
木
町
税
条
例
の
一
部
改

正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
は
、
地

方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
行
う
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
た
ば
こ
税
の
見
直
し
や
、

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
、
生
産
性
革
命
の
実

現
に
向
け
た
中
小
企
業
の
設

備
投
資
へ
の
支
援
を
実
施
す

る
た
め
、
同
設
備
の
固
定
資

産
税
の
免
除
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。

　

た
ば
こ
税
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
３
段
階
で
値
上
げ
を

行
う
も
の
で
、
１
本
１
円
か

ら
始
ま
り
、
最
終
的
に
１
本

３
円
ま
で
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
設
備
投
資
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
」
の
認

定
な
ど
、
一
定
要
件
を
満
た

す
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
同

設
備
の
償
却
資
産
に
係
る
固

定
資
産
税
が
３
年
間
免
除
さ

れ
、
ま
た
、
資
金
調
達
に
際

し
債
務
保
証
に
関
す
る
各
種

金
融
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
者
は
国
の

補
助
制
度
を
優
先
的
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

中小企業の設備投資への支援の概要

仁木町が定める「導入促進基本計画」に基づく「先端設備等導入計画」を作
成し同計画書及び上記書類を添付の上、町に申請書を提出　→　町が認定

中 小 企 業

↓

税制措置を受けたい場合金融支援を受けたい場合

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
中
小
企
業
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
町
企
画
課

未
来
創
生
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○関係機関と事前相談
○経営革新等支援機関より確認
　書等を取得

○工業会証明書や経営革新等支
　援機関の確認書を取得

認定後は同計画に基づく取組の実行により、対象設備について３年間

固定資産税の免除、金融支援、国の補助制度の優先採択が受けられる。

中小企業に支援を！

　　第２回定例会は、６⽉22⽇に開会し、同⽇閉会しました。
 町から、専決処分、補正予算、条例改正、計画策定、計画変更、⼈事案件が上程
され、全ての議案を可決しました。
 また、議員提出議案として、選挙１件、意⾒書４件を提出し、全て可決しました。
 ⼀般質問では、３⼈の議員が登壇し、町⻑に考えを問いただしました。

定例会のあらまし
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佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
２
名
委
嘱

　

昨
年
５
月
に
任
用
し
た
浅
川
り
え
子
さ
ん
及
び
前
田
将
克
さ

ん
に
続
き
、
新
た
な
隊
員
を
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
５
名
の

中
か
ら
書
類
審
査
及
び
面
接
試
験
を
行
い
、
本
年
４
月
1
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
の
活
動
期
間
で
、
札
幌
市
在
住
で

あ
っ
た
菊
池　

司
さ
ん
を
特
別
委
員
と
し
て
、
ま
た
、
本
年
６

月
1
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
の
活
動
期
間
で
、
宮
城
県

仙
台
市
在
住
で
あ
っ
た
中
村　

歩
さ
ん
を
地
域
振
興
員
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
し
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ツ
＆
ワ
イ
ン
マ
ラ
ニ
ッ
ク
を
開
催

　

８
月
５
日
に
「
北
海
道
仁
木
町
フ
ル
ー
ツ
＆
ワ
イ
ン
マ
ラ

ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ニ
ッ
ク
と
は
、
マ
ラ
ソ
ン
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
合
わ
せ
た

造
語
で
、
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
順

位
や
タ
イ
ム
を
競
わ
ず
、
個
々
の
ペ
ー
ス
で
走
っ
た
り
歩
い
た

り
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

こ
の
度
の
企
画
は
、
仁
木
地
区
を
中
心
に
果
樹
園
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
30
キ
ロ
コ
ー
ス
で
３

０
０
名
、
10
キ
ロ
コ
ー
ス
で
２
０
０
名
の
合
計
５
０
０
名
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
役
場
庁
舎
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
の
給

水
地
点
と
し
て
設
定
さ
れ
る
観
光
農
園
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
本
町

の
味
覚
や
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ゴ
ー
ル
後
に

は
、
地
元
の
ワ
イ
ン
の
試
飲
等
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

既
に
道
内
外
か
ら
２
５
０
名
ほ
ど
の
参
加
申
込
み
が
あ
り
、

本
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
、
ワ
イ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

報

告

▼
平
成
29
年
度
仁
木
町
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
146
条

　
　
　
　

第
２
項
に
基
づ
く
報
告

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
１
号
）　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う
給

与
費
、
強
い
農
業
づ
く
り
事

業
補
助
金
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
に
き
の
草
刈
り
機
修
繕
や

備
品
購
入
な
ど
に
よ
る
増
額

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

強
い
農
業
づ
く
り
補
助

金
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

こ
の
補
助
金
は
、
国
が

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
確

保
を
推
進
す
る
た
め
、
農
業

用
機
械
や
施
設
の
導
入
に
対

し
助
成
す
る
事
業
で
、
国
か

ら
の
間
接
補
助
と
し
て
実
施

さ
れ
、
補
助
率
は
事
業
費
の

10
分
の
３
以
内
、
上
限
額
は

一
経
営
体
当
た
り
３
０
０
万

円
で
あ
る
。

　

今
回
、
こ
の
補
助
金
を
受

け
る
農
業
経
営
体
は
、
経
営

面
積
拡
大
、
農
業
経
営
の
法

人
化
、
付
加
価
値
額
拡
大
の

た
め
、
コ
ン
バ
イ
ン
を
新
た

に
導
入
す
る
も
の
で
、
購
入

費
用
に
対
し
補
助
金
を
助
成

す
る
も
の
で
あ
る
。　

　
　

　
　

フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
き

の
備
品
購
入
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

Ａ Ｑ

　
　

調
理
実
習
室
の
電
子
レ

ン
ジ
が
経
年
劣
化
に
よ
り
故

障
し
た
た
め
、
新
た
に
購
入

す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

　
　

　
　

　
　

現
在
、
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
に
き
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

昼
食
や
夕
食
等
の
提
供
は

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
電
子

レ
ン
ジ
の
必
要
性
を
感
じ
な

い
。
町
の
観
光
拠
点
と
し
て

の
施
設
管
理
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
ス
イ
ー
ツ
や
団
体
客
な

ど
へ
の
予
約
メ
ニ
ュ
ー
に
よ

る
対
応
の
み
に
留
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
元

の
農
産
物
等
を
活
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
企
画
な
ど
を
進
め

て
お
り
、
今
後
は
、
提
案
さ

れ
た
業
務
計
画
に
沿
っ
た
運

営
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
１
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

職
員
採
用
試
験
問
題
作
成
委

託
料
の
増
額
補
正
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
勝
浦
さ
ん
を
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
勝
浦
さ
ん
を
再
任

す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員

　
　

勝か
つ　

浦う
ら　

弘ひ
ろ　

志し  

さ
ん

　
　
　
　
　
　

   　
（
南
町
）

施設修繕経費等を施設修繕経費等を

可決可決補正額 予算総額

・一般会計（１回目の補正）※専決処分
　     21万6000円 増 34億7953万円
・一般会計（２回目の補正）

　  462万4000円 増 34億8415万4000円
・国民健康保険事業特別会計（１回目の補正）

   増減なし 2億82万8000円

・簡易水道事業特別会計（１回目の補正）

   増減なし 3億259万3000円

・後期高齢者医療特別会計（１回目の補正）

   増減なし 6973万3000円

後
志
教
研
セ
ン
タ
ー
議

員
に
佐
藤
議
員
が
当
選

　

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行

い
、
佐
藤
議
員
が
指
名
推
選

に
よ
り
当
選
し
ま
し
た
。

◆
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

組
合
議
会
議
員　

　
　

佐さ　

藤と
う　

秀ひ
で　

教の
り  

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
町
）

▼
銀
山
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
大
江
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決
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みんなの年金。しっかりとした運営を！
（現在の年金手帳は「社会保険庁」が「日本年金機構」となっています）

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第２回定例会の一般質問には、３人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

第６期仁木町総合計画の策定について

佐藤　秀教　議員
8 

応急手当の普及啓発活動の推進について

住吉　英子　議員
9 

災害に強いまちづくりとは

野崎　明廣　議員
10 

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。
　なお、平成28年第４回定例会より、質問１件につき40分の時間制限を設け、平成29年第１回定例
会より、説明員に対し反問権を付与しました。

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジジははははは 一般一般般般般般般般般質質質質質質質質問問問問問問問 佐 ・住住住住住住吉佐佐佐佐佐佐佐佐藤藤藤藤藤藤藤藤議議議議議議議議員員員員員員員・住住住住住住住住吉吉吉吉吉吉吉吉議議議議議議議議員員員員員員員員

６月２２日６月２２日

第　回定例会第　回定例会
平成３０年平成３０年

２２　 情報 セキュリティ対策の　 情報 セキュリティ対策の

　　　　　　　見直しを　　　　　　　見直しを要望要望
▼
日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
見
直
し

を
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員 　

住
吉　

英
子

　
　
賛
成
議
員 　

野
崎　

明
廣

　

本
年
２
月
に
、
日
本
年
金

機
構
が
デ
ー
タ
入
力
を
委
託

し
た
業
者
の
入
力
漏
れ
等
に

よ
っ
て
、
源
泉
徴
収
額
の
誤

り
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
平
成

27
年
に
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
、
個
人
情
報
の
流
出
問

題
を
起
こ
し
て
お
り
、
２
度

に
わ
た
っ
て
情
報
問
題
を
引

き
起
こ
し
た
こ
と
は
、
年
金

制
度
や
個
人
情
報
保
護
制
度

の
信
頼
を
損
ね
る
重
大
な
問

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
要
望
す
る
も

の
で
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
関
係
機

関
に
提
出
し
ま
し
た
。

年金情報の安全対策を！年金情報の安全対策を！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
障
が
い
児
者
の
生
き
る
基

盤
と
な
る
暮
ら
し
の
場
の
早

急
な
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
議
員 　

上
村
智
恵
子

　
　
賛
成
議
員 　

佐
藤　

秀
教

　

現
行
の
障
害
福
祉
施
策
は
、

入
居
施
設
な
ど
の
絶
対
的
不

そ
の
他
の
意
見
書

▼
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不

妊
手
術
の
被
害
者
救
済
を
求

め
る
意
見
書

　
　
提
出
議
員　

 

住
吉　

英
子         

　
　
　

賛
成
議
員　
　

嶋
田　
　

茂

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
「
北
海
道
主
要
農
作
物
等

種
子
条
例
」
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書

　
　
提
出
議
員　

 

上
村
智
恵
子         

　
　
賛
成
議
員　

野
崎　

明
廣

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

足
が
慢
性
化
し
て
お
り
、
結

果
と
し
て
多
く
の
障
が
い
児

者
が
家
族
の
介
護
に
依
存
し

た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
障
が
い
児

者
と
家
族
は
、
生
き
る
基
盤

と
な
る
暮
ら
し
の
場
の
早
急

な
整
備
を
望
ん
で
い
る
こ
と

障
が
い
児
者
の
暮
ら
し
の
場

障
が
い
児
者
の
暮
ら
し
の
場

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

の
整
備
を

の
整
備
を
要
望
要
望

社会福祉法人後志報恩会の福祉施設

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第２回定例会）（第２回定例会）

か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

入
所
施
設
な
ど
の
社
会
資
源

を
拡
充
し
、
福
祉
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す

る
も
の
で
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
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　　　　一　般　質　問 　  

問
総
務
省
消
防
庁
で

は
、
学
校
教
育
で
の

救
命
講
習
の
重
要
性
を
鑑
み
、

「
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活

動
の
推
進
に
関
す
る
実
施
要

綱
」
を
改
正
し
、
新
た
に
短

時
間
で
講
習
で
き
る
救
命
入

門
コ
ー
ス
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
受
講
対
象
年
齢
を
概

ね
10
歳
以
上
と
し
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
、
学
童
期

に
救
命
講
習
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、　

ジ
ュ
ニ
ア
救

命
士
制
度
を
取
り
入
れ
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
本

町
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

町
長
毎
年
、
仁
木
中

学
校
の
生
徒
に

対
し
て
救
命
講
習
を
実
施
し

て
お
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

の
ほ
か
、
人
口
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
応
急
手
当
等

に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
銀
山
中
学
校
の
生

徒
に
対
し
て
も
、
学
校
の
避

問
小
学
校
の
児
童
が
講

習
を
授
業
と
し
て
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
技
術
だ

け
で
は
な
く
、
命
の
大
切
さ

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
や
が

て
、
町
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
人
材
へ
と
成
長
し
、
救

命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士

養
成
講
習
の
実
施
を
ぜ
ひ
検

ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
養
成
講
習
の
実
施
を

総合計画策定に若い世代の参画を
町長　参画機会を検討したい

難
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
１
時

間
程
度
の
講
習
を
実
施
し
て

お
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
救
命
処

置
の
重
要
性
を
伝
え
る
取
組

に
努
め
て
い
る
。

町
長　

教
育
委
員
会
も
含
め
協
議
し
て
い
く

佐藤　秀教 議員

 　町政のそこが聞きたい　

問
第
６
期
総
合
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、

既
存
の
計
画
等
を
網
羅
し
た

上
で
、
高
速
道
路
や
北
海
道

新
幹
線
の
開
通
な
ど
、
社
会

資
本
の
変
化
を
見
据
え
た
計

画
を
樹
立
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長
本
年
８
月
を
目

途
に
、
庁
内
に

若
手
職
員
を
中
心
と
し
た　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
、

各
種
計
画
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
、
年
度
内
に
整
理
し
、

本
町
を
取
り
巻
く
新
た
な
環

境
の
変
化
を
考
慮
し
な
が
ら

作
業
を
進
め
、
審
議
会
か
ら

の
答
申
、
議
会
の
議
決
を
経

て
、
平
成
33
年
度
か
ら
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
問
題
で
あ
り
、

い
か
に
仁
木
町
を
知
っ
て
も

ら
う
か
が
ま
ち
づ
く
り
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
地

総合計画はまちの未来予想図です

問
子
育
て
支
援
は
、
子

ど
も
た
ち
が
仁
木
町

の
将
来
を
担
う
上
で
、
重
要

な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
本

町
も
様
々
な
取
組
を
実
施
し

て
い
る
が
、
今
後
の
子
育
て

に
対
す
る
理
念
と
取
組
は
。

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
効
果
的
な

場
所
に
配
置
し
、
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
え

る
命
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
考

え
る
。
指
定
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
施
設
等
へ
の
配
置
は
。

　いわゆるプロジェクトチームのことで、
緊急性の高い特定の課題に取り組むために
設置される特別なチームです。
　もともとは、軍事用語のひとつで「機動
部隊」を意味します。

ニキボーのなになに？

タスクフォースとは
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問
平
成
28
年
度
に
選
挙

権
が
満
18
歳
以
上
に

引
下
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
当

た
り
、
高
校
生
や
若
い
世
代

を
議
論
の
場
に
参
画
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

企
画
課
長
指
定
避

難
所
と

い
っ
て
も
、
普
段
は
人
も
い

な
い
よ
う
な
施
設
も
あ
る
の

で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
し
て
い

な
い
場
所
も
あ
る
。
日
中
に

利
用
者
が
い
て
、
か
つ
指
定

避
難
所
等
に
も
な
っ
て
い
る

場
所
は
、
設
置
済
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
設
置

さ
れ
て
い
な
い
施
設
に
対
し

て
も
検
討
し
、
必
要
が
あ
る

と
判
断
を
し
た
施
設
に
つ
い

て
は
、
設
置
を
考
え
て
い
き

た
い
。

町
長
若
い
年
齢
の
時

か
ら
、
救
急
意

識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
は
、

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

幅
広
く
浅
く
小
学
校
か
ら

行
っ
て
い
く
べ
き
か
、
現
在

実
施
し
て
い
る
中
学
校
の
講

習
を
更
に
充
実
す
べ
き
な
の

か
、
今
後
、
一
番
良
い
方
法

を
教
育
委
員
会
も
含
め
て
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　命の大切さや救急方法の重要性を幼少期から根付か
せ、救命率の向上を図ることを目的として、小学校や
中学校の授業などで、救命講習を実施する制度です。
　また、修了者には救命士認定証等を渡している自治
体もあります。

ニキボーのなになに？

ジュニア救命士制度とは

北後志消防組合仁木支署で行われている救命講習

住吉　英子 議員
さとう   ひでのりすみよし  えいこ

関
係
機
関
と
連

携
し
、
魅
力
的

な
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
本
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
情

報
発
信
の
ほ
か
、
町
と
し
て

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
、

魅
力
的
な
ま
ち
を
作
っ
て
い

く
よ
う
に
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
。

町
長

域
力
向
上
の
た
め
に
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
組
を
考
え
て

い
る
の
か
。

未
来
の
力
で
あ

る
子
ど
も
と
子

育
て
を
応
援
す
る
こ
と
は
、

「
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
り
、

子
ど
も
と
子
育
て
を
応
援
す

る
社
会
を
町
ぐ
る
み
で
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
も
、
子
育
て
支
援
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
う
施
設

を
今
後
検
討
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

町
長

同
感
で
あ
る
。

骨
組
み
と
な
る

た
た
き
台
を
役
場
や
専
門
機

関
等
で
作
成
し
、
様
々
な
ス

テ
ッ
プ
を
経
て
、
高
校
生
や

若
い
世
代
か
ら
意
見
を
聞
き

入
れ
る
な
ど
、
段
階
を
踏
ん

で
構
想
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

町
長

討
し
て
ほ
し
い
。
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　　　　一　般　質　問 　  

安全な避難路の確保を
町長 円滑かつ迅速な避難路の確保を図る

問
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
る
。
本
町
は
ま

だ
ま
だ
災
害
に
強
い
町
と
は

言
え
ず
、
そ
の
理
由
と
し
て

指
定
避
難
所
ま
で
の
道
路
整

備
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
町
内
20
か
所
に

あ
る
指
定
避
難

所
に
向
か
う
動
線
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の

密
接
な
連
携
の
も
と
、
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
路
の
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
災
害
対
策
と
し
て
、

防
災
無
線
に
よ
る
き

め
細
や
か
な
周
知
も
今
後
必

要
な
対
策
と
な
っ
て
く
る
と

考
え
る
が
、
防
災
無
線
の
設

置
状
況
は
。

問
第
６
期
仁
木
町
総
合

計
画
に
災
害
対
策
を

ど
の
よ
う
な
形
で
盛
り
込
む

の
か
。

企
画
課
長
設
置
率

に
つ
い

て
は
、
転
入
・
転
出
な
ど
に

よ
り
数
字
の
変
動
は
見
ら
れ

る
が
、
概
ね
９
割
前
後
の
設
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町
長
新
た
な
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

な
ど
、
こ
こ
10
年
間
に
お
け

る
本
町
を
取
り
巻
く
情
勢
の

変
化
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関

及
び
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

昨年行われた原子力防災訓練の様子

野崎　明廣 議員
のざき   あきひろ

５月２４日５月２４日

第　回臨時会第　回臨時会
平成３０年平成３０年

１１
のの  更新を決定更新を決定

財
産
取
得

　

除
雪
専
用
車
及
び
学
校
給

食
配
送
車
２
台
の
更
新
（
財

産
の
取
得
）
が
提
案
さ
れ
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

除
雪
専
用
車
は
、
平
成
８

年
に
購
入
、
ま
た
、
学
校
給

食
配
送
車
は
、
平
成
16
年
に

購
入
し
て
お
り
、
両
方
と
も

老
朽
化
に
よ
る
更
新
を
行
う

も
の
で
す
。

○学校給食配送車

◇物品名
　学校給食配送車　２台
◇購入の相手方
　札幌トヨタ自動車株式
　会社小樽支店
◇購入金額
　１１１８万２４７４円
◇納期
　平成31年１月15日

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
２
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

各
執
行
残
等
に
よ
る
減
額
補

正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承

認
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

◇
簡
水
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

そ
の
他
の
議
案

▼
仁
木
町
税
条
例
の
一
部
改

正
（
専
決
第
１
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

▼
仁
木
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ

い
て　
　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　　

第
１
回
臨
時
会
は
、
５
⽉
24
⽇
に
開
会
し
、
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
。

 

町
か
ら
、
専
決
処
分
５
件
︵
平
成
29
年
度
補
正
予
算
４
件
、
条
例
改
正
１
件
︶
、
財
産
取
得
２
件
、

計
画
変
更
１
件
の
計
８
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
を
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

○除雪専用車  

◇物品名
　除雪専用車（７ｔ級）
◇購入の相手方
　ＵＤトラックス北海道
　株式会社小樽支店
◇購入金額
　３０１３万２０００円
◇納期
　平成31年３月29日

補正額 予算総額

・一般会計（７回目の補正）

    4860万3000円 減 37億8834万円
・国民健康保険事業特別会計（４回目の補正）

 　   145万2000円 減 2億6006万4000円

・簡易水道事業特別会計（４回目の補正）

       656万9000円 減 2億6343万円

・後期高齢者医療特別会計（４回目の補正）

　     36万3000円 減 6724万3000円

◇
後
期
医
療
特
別
会
計
（
専
決
第
1
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

置
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

緊
急
時
の
防
災
無
線
の
必

要
性
は
非
常
に
大
き
い
こ
と

か
ら
、
今
後
に
つ
い
て
も
、

未
設
置
の
住
民
の
方
々
へ
呼

び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

問
人
と
車
の
安
全
を
配

慮
す
る
た
め
、
町
道

に
は
歩
道
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
、
計
画
は
あ
る
の

か
。建

設
課
長
こ
れ
ま

で
、
地

域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
上

で
、
必
要
性
に
つ
い
て
総
合

的
に
判
断
し
決
定
し
て
き
て

い
る
が
、
現
時
点
で
は
歩
道

の
整
備
に
取
り
組
む
計
画
は

な
い
。

問
避
難
道
に
指
定
さ
れ

て
い
る
道
道
銀
山
・

赤
井
川
線
の
３
丁
目
付
近
に

お
い
て
、
歩
道
拡
幅
が
中
断

さ
れ
て
い
る
。
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

北
海
道
へ
要
請
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

町
長
先
般
行
わ
れ
た

原
子
力
防
災
訓

練
の
結
果
と
し
て
、
避
難
経

路
と
し
て
は
問
題
な
い
と
い

う
認
識
で
捉
え
て
い
る
。

　

道
路
整
備
と
い
う
こ
と
に

関
し
て
は
、
北
海
道
に
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

が
、
そ
れ
が
地
域
の
声
と
い

う
こ
と
で
多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
そ
う
い
っ
た
声
が
上
が
れ

ば
、
町
と
し
て
も
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

だ
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の

皆
さ
ま
の
声
を
受
け
、
様
々

な
検
証
を
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

更新する除雪専用車（平成８年購入）

更新する学校給食配送車（平成 16 年購入）
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議会活性化議会活性化
特別委員会特別委員会

研修視察研修視察
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議会基本条例の制定に向けて議会基本条例の制定に向けて

  条例の運用方法等を研修条例の運用方法等を研修

　５月 10日に議会活性化特別委員会研修視察（胆振管内豊浦
町議会）を実施し、議会基本条例の制定経過や運用方法につい
て研修を行いました。

▼
豊
浦
町
は
、
有
珠
山
の
噴

火
湾
に
面
し
て
お
り
、
比
較

的
温
暖
な
気
候
で
胆
振
管
内

の
西
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

名
産
品
は
何
と
い
っ
て
も

い
ち
ご
で
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
、

い
ち
ご
狩
り
等
の
観
光
客
で

大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
浦
町
で
は
、
平
成
22
年

か
ら　

議
会
基
本
条
例
と
通

年
議
会
制
を
導
入
し
て
お
り
、

早
く
か
ら
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。　

い
ち
ご
の
名
産
地

議
会
改
革
も
先
進
！

議
会
基
本
条
例
を

　
　

制
定
す
る
ま
で

▼
平
成
７
年
に
豊
浦
町
ほ
か

２
町
と
の
合
併
協
議
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
豊
浦
町
は

住
民
投
票
の
結
果
に
よ
り
合

併
し
な
い
と
い
う
決
断
を

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

後
、
町
の
自
主
自
立
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は

様
々
な
行
政
改
革
が
実
施
さ

れ
、
議
会
も
そ
れ
を
受
け
、

議
会
改
革
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

　

は
じ
め
は
、
議
員
定
数
と

費
用
弁
償
の
見
直
し
等
を
行

い
ま
し
た
が
、
栗
山
町
が
全

国
で
初
め
て
制
定
し
た
議
会

基
本
条
例
に
着
目
し
、
条
例

制
定
に
向
け
協
議
・
検
討
を

開
始
。
３
年
後
の
平
成
22
年

12
月
に
制
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
通
年
議
会
制
に
つ
い
て

も
、
併
せ
て
導
入
し
ま
し
た
。

豊
浦
町
の

　
　

議
会
基
本
条
例

▼
豊
浦
町
議
会
基
本
条
例

は
、
先
に
述
べ
た
栗
山
町
の

条
例
を
モ
デ
ル
と
し
て
お

り
、
そ
れ
を
豊
浦
町
議
会
に

合
っ
た
形
に
変
え
て
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
条
例
に
は
、
議

員
間
同
士
で
討
議
し
合
い
、

合
意
形
成
を
行
う
「
自
由
討

議
」
の
実
施
や
、
議
員
と
住

民
が
自
由
に
情
報
・
意
見
を

交
換
す
る
「
一
般
会
議
」
の

設
置
な
ど
、
様
々
な
先
進
的

取
組
が
条
文
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
同
条
例
を
制
定

し
た
こ
と
に
よ
り
、
議
員
の

意
識
が
向
上
し
、
積
極
的
な

議
会
活
動
が
展
開
さ
れ
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

胆振管内豊浦町議会

研
修
を
終
え
て

◆
仁
木
町
に
合
っ
た
議
会
基

本
条
例
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
た
く

さ
ん
の
議
論
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

◆
議
会
基
本
条
例
を
活
用
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
条
例
を
制

定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
議

員
全
員
が
条
例
の
内
容
を
理

解
し
、
意
識
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　議会活動の理念・原則・制度などの
基本的な事項を定めている条例です。
全国で約45％の自治体が制定してい
ます。（平成29年７月現在）

ニキボーのなになに？

議会基本条例とは

常任委員会常任委員会

事務調査事務調査

  町内３か所の町内３か所のワイナリーワイナリーをを

  現地調査現地調査

　７月５日に総務経済常任委員会所管事務調査を実施し、町内３か
所のワイン事業者（株式会社自然農園、株式会社NIKI HILLS ヴィ
レッジ、ル・レーヴ・ワイナリー）の調査を行いました。

　

今
回
の
所
管
事
務
調
査
で

は
、
本
町
が
重
要
施
策
の
一

つ
と
し
て
推
進
し
て
い
る　

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

実
施
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
補

助
金
の
交
付
事
業
者
や
交
付

予
定
事
業
者
の
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
株
式
会
社
自
然

農
園
（
東
町
）
、
株
式
会

社
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｉ 

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｓ 

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
ル
・
レ
ー

ヴ
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
と
も

に
旭
台
）
の
３
か
所
を
調
査
。

施
設
や
補
助
金
の
助
成
に
よ

り
購
入
し
た
機
械
等
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
事
業
者
か
ら
要

望
等
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
苗
木
の

確
保
や
、
道
路
・
駐
車
場
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
仁
木
町

産
ワ
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
い
ろ
い
ろ
な

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
大
変

助
か
っ
た
」
「
仁
木
町
で
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
始
め
て
よ
か
っ

た
」
等
の
ワ
イ
ン
事
業
者
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た

と
と
も
に
、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
振
興
に
よ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
更
な

る
事
業
の
展
開
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
、
今
後
も
ワ

イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
実

施
状
況
を
注
視
し
、
町
へ
積

極
的
に
提
言
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　ワインの原料であるぶどうや、ワインが醸造される町
の自然や景観を楽しみながら、その土地ならではの食と
ともにワインを楽しむ、新しい旅の形です。

ニキボーのなになに？

ワインツーリズムとは

㈱自然農園での調査の様子

㈱NIKI HILLS ヴィレッジでの調査の様子

ル・レーヴ・ワイナリーでの調査の様子
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常任委員会常任委員会

研修視察研修視察

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

  

議
会
広
報
づ
く
り
で

議
会
広
報
づ
く
り
で

　
　
　

　
　
　

  

貴
重
な

貴
重
な
情
報
交
換

情
報
交
換

　

７
⽉
10
⽇
、
清
⽔
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
︵
北
村
光
明
委
員
⻑
ほ
か
８
名
︶
が
来
訪

し
、
議
会
広
報
紙
の
編
集
⽅
法
及
び
体
制
に
つ

い
て
所
管
事
務
調
査
が
⾏
わ
れ
ま
し
た
。

 

調
査
に
は
、
本
町
の
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会
委
員
が
同
席
し
、
議
会
だ
よ
り
や
ぷ
ち
通

信
の
紙
⾯
構
成
、
編
集
⽅
法
等
を
説
明
し
た

後
、
意
⾒
交
換
を
⾏
い
ま
し
た
。

 

意
⾒
交
換
で
は
、
紙
⾯
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ

ザ
イ
ン
関
係
の
質
疑
が
多
く
、
⼤
変
中
⾝
の
濃

い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
広
報
を

作
成
す
る
た
め
⽇
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

お
聞
き
し
、
私
た
ち
も
今
以
上
に
読
み
や
す
い

広
報
紙
作
成
の
た
め
、
⽇
々
研
鑽
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

    

清
水
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
来
訪

４町村の  先進事例先進事例    を学ぶ
　５月 14日から 16日までの間、総務経済常任委員会研修視察を実施し、十勝管内
４町村の先進事例について研修を行いました。

子どもや高齢者に優しいまちを目指して子どもや高齢者に優しいまちを目指して

サ
ロ
ン
活
動
や
世
代
間
交
流
で

生
き
が
い
や
健
康
を
増
進

生
き
が
い
や
健
康
を
増
進

▼
清
水
町
は
、
十
勝

平
野
の
西
部
に
位
置

し
、
酪
農
や
畑
作
が

盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

　

名
産
品
は
牛
肉
を

使
っ
た
料
理
で
、
牛

玉
ス
テ
ー
キ
丼
や
牛

と
ろ
丼
は
、
北
海
道

や
全
国
の
ご
当
地
グ

ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
等

で
上
位
入
賞
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

清
水
町
で
は
、
サ

ロ
ン
活
動
や
世
代
間

交
流
事
業
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
サ

ロ
ン
活
動
で
は
、
ボ

十
勝
管
内
清
水
町

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

町
が
町
有
地
を
分
譲

町
が
町
有
地
を
分
譲

▼
中
札
内
村
は
、
十
勝
平
野
の
南
西
部
に
位
置
し
、

農
業
が
基
幹
産
業
の
村
で
す
。
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
で

有
名
な
花
畑
牧
場
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
札
内
村
で
は
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

町
有
地
を
整
備
し
、
住
宅
建
設
用
地
と
し
て
分
譲

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
住
促
進
奨
励
金
と

し
て
、
村
内
に
住
宅
を
新
築
・
購
入
し
た
方
で
、

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
な
ど
に
対
し
、

50
万
円
を
助
成
、
さ
ら
に
、
「
中
札
内
ス
タ
イ
ル

住
宅
」
建
築
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
を
新
築
し
た

方
に
30
万
円
を
追
加
し
て
助
成
す
る
な
ど
の
制
度

を
設
け
、
村
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
の
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

十
勝
管
内
中
札
内
村

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

持
続
可
能
な
地
域
公
共

持
続
可
能
な
地
域
公
共

　
　
　
　

　
　
　
　

交
通
網
を
展
開

交
通
網
を
展
開

▼
幕
別
町
は
、
十

勝
管
内
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
平

昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

女
子
ス
ケ
ー
ト
の

金
メ
ダ
リ
ス
ト
で

あ
る
髙
木
姉
妹
の

出
身
地
で
す
。

　

幕
別
町
で
は
、

地
域
公
共
交
通
網

の
整
備
が
進
ん
で

お
り
、
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

十
勝
管
内
幕
別
町

村
民
の
意
識
向
上
を
図
り

子
育
て
を
村
全
体
で
応
援

子
育
て
を
村
全
体
で
応
援

▼
更
別
村
は
、
十
勝
管
内
の
南
部
に
位
置
し
、
す

も
も
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

更
別
村
で
は
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
高
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
や
、
第
1

子
か
ら
の
出
産
祝
金(

５
万
円)

、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

な
ど
の
子
育
て
支
援
用
具
の
無
料
貸
付
、
ゴ
ミ
袋

の
無
料
提
供
、
小
中
学
校
等
に
お
け
る
入
学
祝
金

(

５
万
円)

な
ど
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
「
子
育
て
応
援
宣
言
」
を
町
民
や
団
体
、

法
人
等
に
行
っ
て
も
ら
い
、
子
育
て
に
対
す
る
村

民
の
意
識
を
高
め
、
村
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す

る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

十
勝
管
内
更
別
村

大変有意義な研修となりました

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
８
つ
の
サ
ロ
ン
が
展
開
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
健
康
運
動
や
カ
ラ
オ
ケ
、
茶
話
会

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
代
間
交
流
事
業
で
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
集
え
る
福
祉
拠
点
を
設
置
。
さ
ま
ざ
ま

な
世
代
が
交
流
で
き
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

し
、
集
い
の
場
の
創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

を
同
時
運
行
し
て
、
町
民
の
利
便
性
を
高
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
運
行

の
1
時
間
前
ま
で
予
約
が
可
能
で
、
急
に
乗
車
し

た
い
場
合
で
も
利
用
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
コ

ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
方
は
、
半
額
で
乗
車
で
き
る
な
ど
、

各
種
制
度
を
運
用
し
な
が
ら
町
民
に
使
い
や
す
い

公
共
交
通
網
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

～研修を終えて～
◆　高齢者の認知症予防や閉じこもり防止には、サロン活動が有効であると感じました。

◆　現在本町で実施している定住促進を図るための新築住宅建設補助金等は有効な施策でありますが、

　町遊休地を住宅地として整備し分譲することにより、更なる移住定住を推進できると考えます。

◆　本町は10月から予約制バスの本格運行が始まりますが、小回りの利く予約型乗合タクシーの導入

　なども、今後検討していかなければならないと考えます。

◆　本町においても様々な子育て支援を実施していますが、更に子育てしやすいまちづくりを目指し、

　どのような施策が有効かを検討して、町に提言していきたいと考えます。

子育て応援課を設置し体制整備をしています

老人福祉センター内に子どもが遊べるスペースを整備しています

移住定住に関する事業は本町の重要施策です

より良い地域公共交通の整備が必要と感じました
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広
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三
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祐
輝　

さ
ん
（
東
町
）

 

現
在
、
家
を
建
設
し
て
い
る
の
で
す
が
、

最
初
は
余
市
町
で
建
設
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
幼
稚
園
の
保
護
者
や
マ

マ
友
か
ら
﹁
⼦
育
て
⽀
援
や
住
宅
建
設
な
ど

の
助
成
⾦
も
充
実
し
て
い
て
、
⼦
育
て
を
す

る
な
ら
仁
⽊
町
の
⽅
が
有
利
だ
よ
﹂
と
⾔
わ

れ
た
の
で
、
仁
⽊
町
に
建
て
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
仁
⽊
町
に
し
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

住
吉
英
子
）

町
道
の
早
急
な
整
備
を

仁木町の知名度をもっと上へ仁木町の知名度をもっと上へ
　

今
年
の
４
月
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
菊
池　

司
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

前
職
で
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
北
海
道
で
海
外
ツ
ア
ー
の
手
配
や
、
渉
外
営
業
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
菊
池
さ
ん
。

前
職
で
培
っ
た
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
仁
木
町
観
光
協
会
の
事
務
局
長

に
就
任
さ
れ
、
果
樹
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
の
仁
木
町
の
観
光
素
材
を
活
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

検
討
や
、
ワ
イ
ン
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
趣
味
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
週
１
回
ジ
ム
に
通
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
印
象
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
観
光
素
材
は
豊
富
に
あ
り
ま
す
が
、
宿
泊
施
設
が
無
い
の

が
残
念
で
す
」
と
、
早
速
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

菊
池　
　

司　

さ
ん

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

児
童
館
な
ど
、
冬
場
で
も
⼦
ど
も
た
ち
が

遊
べ
る
場
所
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
あ
と
、

修
学
旅
⾏
の
負
担
が
⼤
き
い
と
聞
い
て
い
る

の
で
、
助
成
⾦
な
ど
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

︵
取
材
・
記
事　

嶋
田　

茂
︶

 

北
町
に
住
宅
を
建
設

し
て
い
る
の
で
す
が
、

町
道
な
の
に
舗
装
さ
れ

て
い
な
い
道
路
が
あ
る

の
で
、
早
く
舗
装
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
「
観
光
と
い
っ
て
も
、
一
口

に
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
旅
行
者
が
増
え
、
注
目
が
集
ま
る
こ
と

で
新
た
な
人
と
物
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
仁

木
町
は
、
旅
行
者
に
魅
力
あ
る
町
で
あ
り
、

ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
の
あ

る
際
に
は
観
光
協
会
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

連
載
12
回
目
は
、
東
町
在
住
の
三
上
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
２
人

の
お
子
さ
ん
、
奥
様
の
ご
両
親
の
三
世
代
家

族
で
す
。

　

ご
主
人
は
小
樽
の
建
設
会
社
に
勤
務
さ
れ
、

奥
様
も
余
市
町
内
の
幼
稚
園
で
勤
務
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
は
育
児
休
業
中
と
の
こ
と

で
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

子
ど
も
の
生
活
の
こ
と
で
望
む
も
の
は

あ
り
ま
す
か
。

　

町
に
対
し
て
何
か
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

⾃
然
豊
か
な
仁
⽊
町
で
、
の
び
の
び
と
元

気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

「
子
育
て
を
す
る
な
ら
仁
木
町
で
！
」
そ

ん
な
話
が
、
他
町
村
で
も
さ
れ
て
い
た
と
は

驚
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
、
仁

木
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

　

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 

仕
事
が
忙
し
い
の
で
、
傍
聴
に
⾏
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会
だ
よ
り
は
毎
回

読
ん
で
い
ま
す
。
写
真
が
多
く
て
⾒
や
す
い

と
思
い
ま
す
し
、
中
で
も
追
跡
記
事
が
と
て

も
お
も
し
ろ
い
で
す
。


